
ＰＣ制御（ＰＬＣ）

100325 　 PC 制御

○PLCと有接点の違い（ PLC: プログラマブルロジックコントローラ）

有接点　 ・線を実際につないでいく（線の数が多くなると面倒）

・回線の変更が難しい

・機器が大きい

ＰＬＣ　 ・回路をプログラムとして書き込む（回路の変更が楽）

・小さいスペースで大量のデータを扱える

有接点は動作が目に見えてわかるので不具合などが分かりやすい。ＰＬＣのみでは不具合が分かりにくいので有接点

とＰＬＣを組み合わせて使うのがよい。

ビルディング型 ・値段は高いが増設可能

・変更がしやすい

ブロック型 ・安いが拡張不能で機能が限定される

・設備の更新が早いものに適している

プログラミング言語

図式（リレーシンボリック語）

専用命令（ロジックシンボリック語）

ＰＬＣは２進数しか読めないので、人にもわかるように専用命令がある、昔は人が変換していたが現在ではパソコン

が変換してくれる。

ＰＬＣプログラミング

ＧＸ　Ｄｅｖｅｌｏｐｅｒ

ＰＣシリーズ　ＦＸＣＰＵ

ＰＣタイプ　ＦＸ３Ｕ（Ｃ）

■ＰＬＣ実習

①スイッチを押すと押している間ランプが点灯する回路　 [PG001]

②スイッチを押さないとランプが点灯しており、押すと押している間ランプが消灯する回路 [PG002]

③ランプが点灯するのか確認プルグラム [PG003]
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④ＯＲ回路　 [PG004]

⑤二重コイル（ダメな例） [PG005]

⑥ＡＮＤ回路　 [PG006]

⑦１つのスイッチで２つのランプを点灯させる回路　 [PG007]

⑧自己保持回路（ＰＢ１を押すとＰＬ１が点灯し続ける）　 [PG008]

⑨自己保持の停止１　停止優先回路　Ｘ１が動作しているとＸ０を押しても動作しない[PG009]

⑩自己保持の停止２　動作優先回路　Ｘ０を押すとＸ１が押されていても動作する [PG010]
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⑪インターロック回路　二つの動作が同時におこると困る時に使う（モーターの正転逆転）[PG011]

・プログラムでのインターロック ┓

・ 配 線 上 で の イ ン タ ー ロ ッ ク

┃

・接触器の器械的インターロック ┣ 　これらのインターロックを二重・三重にして使う

・インターロック付押しボタン ┛

練習問題３・３－２

ラダーのステップ数をカウントすると、３のステップは８・３－２のステップは１１となり、ステップ数の少ないほ

うが好ましい回路となる

100326 　ＰＣ制御

■ＰＬＣ実習

○直列優先回路 [練習問題 7]

○新入力優先回路 [PG001][PG002][練習問題 8]

PG001: スイッチ側での切り替え

PG002: コイル側での切り替え
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○補助リレー [PG003][PG004]

・ＰＬＣのプログラム中でだけで使えるリレー

・記号はＭ（Ｍ０・Ｍ１・Ｍ２・・・・）

・複雑なプログラムの制御に用いる

○パルス信号発生回路 [PG005]

・パルス信号：１スキャンだけＯＮする信号

・ PG005: ４スッテップのときはＹ０はＯＮとなるが、ステップ１１以降はＭ１がＯＦＦ状態となりＹ０はＯＦＦと

なる。プログラムの最初のときだけＯＮとなる。

○オルタネイト回路 [PG006]

・一つのスイッチで出力の状態を切り替える。
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○タイマ回路 [PG007]

・タイマは出力リレーと同じように使用できる

＞ＰＢ１を押すと３秒後にＰＬ１が点灯。ＰＢ２でリセット [PG008]

＞ＰＢ１を押すとＰＬ１が３秒間点灯、再度点灯可能 [PG009]

○カウンタ回路 [PG010]

・カウンタはカウンタ入力回路とリセット回路が必要

・リセット入力中はカウント入力を受け付けません

100329 　ＰＣ制御

■ＰＬＣ実習

タイムチャートを見て

ＰＬＣ技能検定？？
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100331 　ＰＣ制御

制御盤Ｉ /Ｏ割付付表２－２

○コンベアを動かすプログラム

・コンベアを左右に動かす [PG001]

・コンベアが動き続け端で停止 [PG002]

・緊急停止ボタンの設置 [PG003]

■ＰＬＣ実習

カウンタリセット

一括リセット

[rst c0] ⇒ [zrst c0 c2]

[rst c1]

[rst c2]
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100405 　ＰＣ制御

●応用命令

○ＳＥＴ命令、ＲＳＴ命令 [PG001]

・ＳＥＴ：入力状態を保持する。自己保持回路とほぼ同じ。

・ＲＳＴ：ＳＥＴでＯＮにしたデバイスをＯＦＦにする。

○ＰＬＳ命令、ＰＬＦ命令 [PG002]

・ＰＬＳ：立ち上がりパルス信号発生

・ＰＬＦ：立ち下がりパルス信号発生
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○ＡＬＴ命令（オルタネイト回路） [PG003]

・ＡＬＴ：入力のたびに出力の状態を切り替える

・ＡＬＴＰ：パルス信号での切り替え

○変換命令

・ＢＩＮ（バイナリ）命令 [PG004]

＞ＢＣＤ→ＢＩＮデータ変換命令

＞２進化１０進数を２進数に変換

＞ビットデータ１６点 ＝ ワードデバイス１点

＞Ｋ◆Ｘ▼▼ ◆ ：桁数（１～４）　▼先頭の番地

デジタルＳＷ ⇒ 【ＰＬＣ】 ⇒ データレジスタ

└ ＢＣＤ値 └ ＢＩＮ値 └ ＢＩＮ値
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・ＢＣＤ命令 [PG005]

＞ＢＩＮ→ＢＣＤデータ変換命令

＞２進数を２進化１０進数に変換

○転送命令

・ＭＯＶ（Ｐ）命令 [PG006]

＞１６ビットデータ転送

○比較演算命令 [PG007]

・条件成立により導通を行う

＞ [= S1 S2] Ｓ１＝Ｓ２のとき通電

＞ [< S1 S2] Ｓ１＜Ｓ２のとき通電

＞ [> S1 S2] Ｓ１＞Ｓ２のとき通電

＞ [<= S1 S2] Ｓ１＜＝Ｓ２のとき通電

＞ [>= S1 S2] Ｓ１＞＝Ｓ２のとき通電

＞ [<> S1 S2] Ｓ１とＳ２が不一致のとき通電

○四則演算命令
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・加減算を行う（ＡＤＤ（Ｐ）、ＳＵＢ（Ｐ）命令） [PG008]

・乗除算を行う（ＭＵＬ（Ｐ）、ＤＩＶ（Ｐ）命令） [PG009]

・乗除算命令を使うときの注意

＞乗除算命令を使うとき、データレジスタ（Ｄ）は連続した２つのデバイス（Ｄ，Ｄ＋ 1) が必要となる

＞乗算

Ｓ１ Ｓ２ Ｄ Ｄ＋１

K30 ＊ D0(2) ＝ D10(60) D11

＞除算

Ｓ１ Ｓ２ Ｄ Ｄ＋１

D0(200) ／ K30 ＝ D10(6) D11(20)

商 余り

○特殊リレー

・Ｍ８０００ ： 常時ＯＮ

・Ｍ８０１１ ： １０ｍｓクロック（１０ｍｓの感覚でＯＮ・ＯＦＦを繰り返す）

・Ｍ８０１２ ： １００ｍｓクロック

・Ｍ８０１３ ： １ｓクロック

・Ｍ８００２ ： ＲＵＮ後一回だけＯＮ

●数値（データ）の表現

人 ⇔ ＰＬＣ（ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ）

１０進数 ２進数

０～１０ ０，１

１０個の記号 ２個の記号

１０進数 ┃ ２進数

　━━━━━━━━╋━━━━━━

０ ┃ ０

１ ┃ １

２ ┃ １０

３ ┃ １１

４ ┃ １００
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１０１１ 　　０１１１　　００１０ ００１１

　  　　　┗１ビット

　　　 ┗━━━━━━━━┛１バイト（８ビット）

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛１ワード（１６ビット）

○ＰＬＣで扱う数値

・数値データ：２進数１６桁（１６ビット）

人 ⇔ ＰＬＣ（ｺﾝﾋ゚ ｭー ﾀ）

１０進数 ２進化１０進数（ＢＣＤ）

１６進数 ２進数（ＢＩＮ )

・データレジスタ

＞ＰＬＣ内で数値を格納するメモリ

┏ １０進数：－３２７６８　～　＋３２７６７

┗ １６進数：　　００００　～　ＦＦＦＦ

＞記号Ｄ（Ｄ０、Ｄ１、Ｄ２・・・）

＞一度格納したデータは次のデータを格納するまで保持

┏━━━━┳━━━━┳━━━━┳━━━━┓

・Ｄ０ ┃○○○○┃○○○○┃○○○○┃○○○○┃

┗━━━━┻━━━━┻━━━━┻━━━━┛

　↑１か０を格納。１６個分で２＾１６の表現方法がある

　　２＾１６＝６５５３６

・２進化１０進数

＞１０進数１桁を２進数４ビットで表す

１０進数 ┃ ２進化１０進数

　　 　━━━━━━━━╋━━━━━━━━━━━━━

０ ┃ 　００００

１ ┃ 　０００１

２ ┃ 　００１０

３ ┃ 　００１１

４ ┃ 　０１００

５ ┃ 　０１０１

６ ┃ 　０１１０

７ ┃ 　０１１１

８ ┃ 　１０００

９ ┃ 　１００１

１０ ┃ ０ ０ ０ １ 　 ０ ０ ０ ０

１１ ┃ ０ ０ ０ １ 　 ０ ０ ０ １

１２ ┃ ０ ０ ０ １ 　 ０ ０ １ ０

１３ ┃ ０ ０ ０ １ 　 ０ ０ １ １

１４ ┃ ０ ０ ０ １ 　 ０ １ ０ ０

　━━━━━━━━╋━━━━━━━━━━━━━

１５ ┃ ０ ０ ０ １ 　 ０ １ ０ １

┗━━┛ 　┗━━┛

　 　 　 ┗ １ 　 　 　 ┗ ５
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※ １０進数 ： Ｄｅｃ imal

※ ２進数 ： Ｂｉｎａｒｙ・・・ＢＩＮ

※ １６進数 ： Ｈｅｘ adecimal

※ ２進化１０進数： Ｂｉｎ ary　Ｃｏｄｅｄ　Ｄｅｃｉｍａｌ・・・ＢＣＤ


